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我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子1858念0471（85)1111

『

わたくしたちは、利根川と手翼沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。

わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで鰭しあいきまりを守り明るいあびこにします

』

『

’

市
に
は
、
身
近
な
暮
ら
し
の

な
か
で
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
の
相
談

や
苦
備
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。最
近
、
特
に
多
い
苦
傭
が
犬

や
猫
に
関
す
る
こ
と
。
飼
い
主

の
無
責
任
な
飼
い
方
に
よ
り
、

知
ら
ず
知
ら
ず
に
ご
近
所
に
迷

責
任
を
持
っ
て
飼
っ
て
い
ま
す
が

、ー／

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
犬
や
猫
を

飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
動
物
も

家
族
の
一
員
で
す
。
〃
愛
情
“
と

〃
責
任
〃
を
持
っ
て
次
の
こ
と
を

守
り
、
最
篠
ま
で
き
ち
ん
と
飼
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
犬
の
散
歩
は
必
ず
行
い
、
ご
近

犬
や
猫
を
飼
う
心
構
え

’

所
へ
の
鴫
き
声
騒
音
の
防
止
を
。

②
捨
て
犬
（
猫
）
を
な
く
し
、
不
幸

な
生
命
を
増
や
さ
な
い
よ
う
避
妊
．

去
勢
手
術
を
行
う
。

③
道
路
等
散
歩
中
の
フ
ン
の
始
末
。

④
公
園
の
砂
場
で
は
、
フ
ン
や
放

尿
は
し
な
い
よ
う
に
。

⑤
昼
夜
を
問
わ
ず
犬
の
放
し
飼
い

は
し
な
い
。

〆~ヘ

霊
（
辺
０
０
５
０
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

物
愛
謹
セ
ン
タ
ー
（
沼
南
皿

’

’’
衛
室
に
連
れ
て
く
る
か
、
県
動

を
持
参
し
、
直
接
、
市
役
所
守

毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
、
印
鑑

犬
（
猫
）
の
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
り
、
何
ら
か
の
理
由
で
飼
え

な
く
な
り
処
分
し
た
い
と
き
は
、

飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
地
域

社
会
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

ま
た
、
住
み
良
い
生
活
環
境
を

作
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
扣
月
１
日
か
ら
例
月
釦
日
ま
で
「
駅
前
放
置
自

転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
駅

前
周
辺
の
道
路
や
歩
道
に
あ
ふ
れ
て
い
る
放
置
自
転
車
や
ミ

ー
ー
バ
イ
ク
は
後
を
絶
た
ず
増
加
の
一
途
。
街
の
美
観
を
損
ね

だ
り
買
い
物
や
通
行
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

放
置
自
転
車
を
な
く
し
、
安
全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
市
民
生
活
課
Ⅱ

危
な
い
岬
碓
嶢
雫
俸
坤
奄
奪
唾
筆
輕
壗
活

放
置
自
転
車
◎
街
の
美
禦
著
し
く
鑿
わ
れ

今
年
も
放
置
自
転
車
を
な
く
す
て
い
ま
す
。

雛
謹
儲
測
榧
蕊
軸
自
転
車
利
用

ぺ
ｌ
ン
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
の
み
な
さ
ん
に

自
転
車
は
、
身
近
で
便
利
な
乗
ｍ
月
妬
日
（
火
）
か
ら
ｎ
月
１
日

り
物
と
し
て
通
勤
・
通
学
、
買
い
（
月
）
ま
で
は
、
ク
リ
ー
ン
キ
ヤ
ン

物
な
ど
に
多
く
の
方
が
利
用
し
、
ペ
ー
ン
の
強
調
週
間
で
す
。

手
軽
に
親
し
ま
れ
て
い
る
一
方
、
茄
日
は
市
と
安
全
協
会
、
防
犯

駅
前
周
辺
に
は
長
期
間
放
瞳
さ
れ
協
議
会
、
自
転
車
商
組
合
等
合
同

た
自
転
車
も
数
多
く
見
ら
れ
《
通
に
よ
る
駅
前
放
寵
自
転
車
の
駅
頭

行
の
妨
げ
や
街
の
美
観
を
掴
う
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
実
施
す
る
駅

ど
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
は
我
孫
子
駅
・
天
王
台
駅
で
午
前

ま
す
。
７
時
鋤
分
か
ら
行
い
ま
す
。
自
転

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
次
の
こ
車
を
利
用
す
る
方
は
次
の
こ
と
を

と
に
気
を
つ
け
、
放
冠
自
転
車
の
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
｛
鬼
◎
道
路
や
歩
道
に
自
転
車
を
置
か

◎
歩
道
が
自
転
車
で
ふ
さ
が
れ
、
な
い
で
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し

歩
く
の
に
困
り
ま
す
。
ま
し
よ
う
。

◎
災
害
な
ど
い
ざ
と
い
う
と
き
の
一
込
泣
１
６
旧
Ｊ
ｈ
Ⅶ
む
し
Ｊ
Ｕ
Ｔ

避
難
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

犬

’ 猫
の
引
き
取
り

収
税
課
で
は
、
仕
事
な
ど
の

理
由
で
平
日
、
窓
口
に
来
ら
れ

な
い
方
を
対
象
に
、
市
税
（
市

県
民
税
、
固
定
査
産
税
、
軽
自

特
別
納
税
相
談
を
実
施

日
程
は
扣
月
鰡
日
（
土
）
、
叫
日
（
日
）

動
車
税
）
の
特
別
納
税
相
談
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
納
付
等
に
つ
い
て

も
受
け
付
け
ま
す
の
で
こ
の

機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
▼
場
所
市
役
所
本
庁
収
税
課

※
当
日
は
、
市
役
所
閉
庁
の
た

め
、
正
面
玄
関
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
職
員
玄
関
（
上
図
参
照
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
収
税
課
壷

（
顕
）
５
８
４
３
（
当
日
に
限
る
）

▼
保
管
場
所
泉
保
管
所
（
泉
、

の
９
）
壷
（
鍋
）
５
４
７
０

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係
壷
（
妬
）
１
１
１
１

鶉
ヤ
ン
ベ
ー
ン
強
調
期
間
中
の

、
月
勿
日
（
水
）
か
ら
”
日
（
金
）
ま

で
は
、
駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
て
い

る
自
転
車
を
撤
去
・
移
送
し
ま
す
。

ｍ
月
、
日
（
木
）
か
ら
お
日
（
火
）

ま
で
に
警
告
シ
ー
ル
（
写
真
）
を

貼
り
付
け
、
移
送
日
に
な
っ
て
も

警
告
シ
ー
ル
が
つ
い
た
ま
ま
の
自

転
車
は
保
管
所
へ
移
送
し
ま
す
。

◎
自
転
車
の
盗
難
防
止
の
た
め
、

住
所
、
氏
名
を
必
ず
書
き
、
カ
ギ
は

忘
れ
ず
に
か
け
て
防
犯
登
録
（
自

転
車
販
売
店
で
受
け
付
け
）
を
し

ま
し
ょ
う
。

◎
駅
に
近
い
人
は
歩
き
ま
し
ょ
う
。

回
公
警
告
シ
埴
堀
口
－
－
１
‐
ｌ
‐

駅
前
放
置
自

転
車
を
撤
去

ｌ
ｌ

あ
な
た
の
圃
転
単
は

月
８
座
で
放
露
さ
れ
て
恥

ろ
期
合
は
、
寺
我
孫
子
市
自
振
取
の

放
迩
防
止
に
関
す
る
条
例
』
に
韮
づ

き
移
避
し
ま
す
。

掴
藤
子
市’

秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
産

業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
市
内
各
企
業
の
紹

介
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
等
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

糸
産
業
関
係
展
示
企
業
別
展

一
示暴
青
空
市
色
々
な
お
店
が
出

る
よ
。
掘
り
出
し
物
を
探
そ
う
。

季
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
パ
ソ
コ

ン
抽
選
ラ
リ
ー
で
ス
タ
ン
プ

を
た
く
さ
ん
集
め
て
素
敵
な
景

品
を
当
て
よ
う
。

品
カ
ラ
オ
ケ
大
会
午
前
ｎ
時

か
ら
始
ま
る
よ
。
み
ん
な
集
ま

っ
て
ね
。

争
魚
の
つ
か
み
ど
り
フ
ナ
や

コ
イ
の
生
け
ど
り
（
１
回
１
０

０
円
）

品
フ
ア
フ
ア
ラ
ン
ド
ム
ー
ミ

ン
の
お
な
か
の
な
か
で
飛
ん
だ

り
跳
ね
た
り
楽
し
い
よ
（
１
回

１
０
０
円
）

全
吹
奏
楽
演
奏
地
元
の
小
・

中
学
生
に
よ
る
演
奏
を
楽
し
ん

で
ね
。

冬
ふ
れ
あ
い
『
年
金
ひ
ろ
ぱ
」

年
金
ク
イ
ズ
、
三
角
く
じ
で
、

い
い
も
の
当
て
よ
う
。

品
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ
ス
（
太
子

会
湖
北
支
部
）
１
人
２
丁
で
２

０
０
丁
限
定
。
午
前
加
時
か
ら

争
第
２
回
「
千
葉
県
リ
サ
イ
ク

ル
の
日
』
（
リ
サ
イ
ク
ル
フ
エ

Ｚ
廃
食
用
油
を
利
用
し
た

石
け
ん
づ
く
り
や
生
ご
み
を
利

産
業
ま
つ
り

同
側
囿
Ⅲ
月
Ⅳ
日
（
日
）
午
前
Ⅲ
時
か
ら

午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合
別
日
）

圃
附
山
湖
北
台
中
央
公
園

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

、

③
亀
⑳
③

会
場
で
は
、
安
く
て
新
鮮
な

腰
産
物
の
即
売
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
ｎ
月
６
日
（
土
）
、
７

日
（
日
）

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
主
な
催
し

▼
６
日
（
土
）
＊
共
進
会
出
品

受
付
（
午
前
９
時
）
＊
同
出

品
物
審
査
（
午
後
２
時
）

▼
７
日
（
日
）
＊
鮭
産
物
展
示

（
午
前
９
時
釦
分
）
＊
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
（
午
前
９
時
鋤

分
、
雨
天
中
止
）
率
書
道
コ

ン
ク
ー
ル
入
愛
作
品
展
示
（
午

前
９
時
鋤
分
）
＊
塵
産
物
即

売
（
午
前
、
時
）
＊
出
品
物

即
売
予
約
受
付
（
午
後
０
時
鋤

分
）
＊
出
品
物
即
売
予
約
品

引
渡
（
午
後
２
時
）

※
即
売
品
が
品
切
れ
の
際
は
、

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
資
格
市
内
の
腱
家
の

方
な
ら
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
農
産
物
共
進
会

の
出
品
受
付
は
、
各
組
合
単
位

で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
は
、
組
合
長
が

取
り
ま
と
め
、
ｍ
月
犯
日
（
金
）

ま
で
に
農
政
課
へ
提
出
。

▼
問
い
合
わ
せ
農
政
課
金

（
題
１
１
１
１
内
線
５
１
１

用
し
た
肥
料
化
な
ど
の
実
減
。

▼
問
い
合
わ
せ
産
業
ま
つ
り

実
行
委
員
会
、
土
谷
壷
（
銘
）
０

５
３
７
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次
の
３
つ
の
考
え
方
を
制
度
づ

く
り
の
基
本
と
し
ま
す
。

①
原
則
公
開
：
・
公
文
書
は
公
開
を

原
則
と
し
、
非
公
開
と
す
る
惰
報

は
必
要
最
小
限
に
し
ま
す
。

②
プ
ラ
イ
パ

の
尊
厳
を
守

開
の
制
度
で

プ
ラ
イ
バ
シ

９
月
逓
日
号
の
広
報
で
お
知
ら

せ
し
た
よ
う
に
、
情
報
公
開
制
度

懇
話
会
で
は
多
く
の
方
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
各
委
員
ま
た

は
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
懇
話
会
で
の
審
議
の

原
案
と
し
て
、
制
度
づ
く
り
に
必

要
な
基
本
的
事
項
を
ま
と
め
た
報

告
書
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

化
基
本
的
な
考
え
方

第36回
我孫子市シ

ー
の
保
睡
・
・
・
個
人

る
た
め
に
、
原
則
公

あ
っ
て
も
、
個
人
の

Ｉ
が
侵
害
さ
れ
な
い

今年で36回を迎える「我孫子市文化祭」は市民の皆さん

が主役。陰術の秋〃に、身近な芸術・文化活動に触れて

みませんか。

シ問い合わせ教育委員会社会教育課冠(85)1151
よ
う
最
大
限
の
保
謹
を
し
ま
す
。

③
利
用
し
や
す
い
制
度
…
市
民
の

だ
れ
も
が
制
度
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
も
の
と
し
ま
す
。

◎
制
度
の
目
的

情
報
公
開
制
度
は
、
市
が
持
っ

て
い
る
公
文
書
を
市
民
の
請
求
に

応
じ
て
公
開
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
制
度
に
よ
っ
て
市
政
に
対
す
る

市
民
の
理
解
を
深
め
、
市
政
へ
の

参
加
を
進
め
る
と
と
も
に
、
開
か

れ
た
市
政
を
め
ざ
し
ま
す
。

◎
制
度
を
実
施
す
る
機
関

市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
監
盃
委
員
、
農
業
委

貝
会
、
固
定
査
産
評
価
審
査
委
員

会
、
消
防
長
、
水
道
事
業
管
理
者

◎
公
開
の
請
求
が
で
き
る
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

I

②
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
持

つ
個
人
・
法
人
そ
の
他
の
団
体

③
市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人

④
市
が
行
う
事
務
事
業
に
利
害
関

係
が
あ
る
も
の

◎
公
開
の
対
象
に
な
る
公
文
書

聯
員
が
仕
事
を
進
め
る
上
で
、

作
成
し
た
り
受
け
取
っ
た
り
し
た

文
密
、
図
面
、
磁
気
テ
ー
プ
、
フ

イ
ル
ム
な
ど
の
公
文
密
で
、
実
施

機
関
が
管
理
し
て
い
る
も
の
。

◎
非
公
開
と
す
る
情
報

こ
の
制
度
は
公
開
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は

公
開
で
き
な
い
情
報
も
あ
り
ま
す
。

公
開
で
き
な
い
情
報
と
し
て
は
、

①
法
令
や
条
例
に
よ
り
公
開
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
情
報

②
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
、
ン
Ｉ
を
守
る

た
め
、
特
定
の
個
人
が
見
分
け
ら

れ
る
情
報

③
法
人
等
の
事
業
活
動
に
関
す
る

も
の
で
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り

不
利
益
を
与
え
る
情
報
（
人
の
生

命
等
を
保
識
す
る
た
め
に
公
開
す

る
必
要
が
あ
る
情
報
を
除
く
）

④
市
政
を
進
め
る
上
で
公
開
す
る

こ
と
に
よ
り
支
障
を
生
じ
、
結
果

的
に
市
民
全
体
の
利
益
を
損
う
こ

と
に
な
る
情
報

◎
非
公
開
処
分
の
救
済
機
関

非
公
開
決
定
処
分
へ
の
不
服
申

し
立
て
に
対
し
て
、
簡
易
で
速
や

か
に
か
つ
公
正
な
審
査
を
行
う
機

関
と
し
て
、
審
査
会
を
設
け
ま
す
。

◎
情
報
提
供
の
充
実
。
強
化

市
民
と
市
の
間
の
情
報
の
流
れ

を
円
滑
に
す
る
た
め
に
は
、
悩
報

提
供
施
策
と
情
報
公
開
制
度
が
そ

れ
ぞ
れ
の
機
能
を
分
担
し
な
が
ら
、

一
体
と
な
っ
て
情
報
を
伝
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
情
報

公
開
制
度
の
実
施
と
と
も
に
、
市

政
に
関
す
る
情
報
を
一
層
繊
極
的

に
提
供
し
て
い
く
よ
う
努
め
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
文
織
課
情
報
公

開
担
当
（
事
務
局
）
壷
（
顕
）
１
１

１
１
内
線
２
６
８

〃
お
役
所
仕
事
″
と
聞
い
て
皆

さ
ん
は
ど
ん
な
事
を
思
い
う
か
べ

ま
す
か
。
〃
遅
い
″
〃
一
度
で
用

が
済
ま
な
い
″
〃
不
親
切
″
・
こ

ん
な
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

す
ね
。

行
政
相
談
は
役
所
や
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
に
対
す
る

こ
う
し
た
意
見
を
お
聞
き
し
、
改

善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

、
月
”
日
か
ら
翠
日
ま
で
行
わ

れ
る
行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相

談
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
定
例
の
行
政
相
談
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時
、
月
詣
日
（
月
）
午

前
、
時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階
市

民
相
談
室

▼
担
当
（
行
政
相
談
員
）
井
上

道
英
〈
柴
崎
１
７
０
壷
（
理
４
７

３
５
〉
斉
藤
栄
子
〈
泉
哩
の
虹

云
（
聖
）
８
７
４
５
〉

な
お
、
行
政
相
談
員
は
行
政
相

談
日
以
外
で
も
、
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
市

民
相
談
係

ま
た
、
千
葉
行
政
監
察
事
務
所

で
は
、
行
政
相
談
週
間
に
伴
い
１

日
合
同
行
政
相
談
所
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
き

い
◎▼

日
時
、
月
溺
日
（
月
）
午
前
、

時
鋤
分
か
ら
午
後
３
時
訓
分
ま
で

▼
場
所
柏
そ
ご
う
哩
階
特
設
開

場

’市
内
に
は
ど
ん
な
公
共
施
設
が

あ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。
施
設
見

学
を
通
じ
て
市
の
現
状
を
学
び
ま

せ
ん
か
。
今
回
は
今
年
度
完
成
し

た
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
〃
み

ず
き
〃
を
は
じ
め
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
、
市
民
体
育
館
、
烏
の
博

’’

’
’

物
館
な
ど
を
見
学
し
、
手
賀
沼
を

船
上
か
ら
視
察
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
ｕ
月
、
日
（
水
）
午
前
９

時
加
分
か
ら
午
後
４
時
頃
ま
で

▼
対
象
。
定
員
市
内
在
住
者
、

謁
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選

’

r

▼
参
加
費
無
料
（
昼
食
持
参
）

▼
集
合
場
所
・
時
間
我
孫
子
駅

北
口
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
、
午
前
９

時
加
分
（
時
間
厳
守
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
柔
（
１
枚
に
３
名
ま
で
）
に
参

加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
雌
電

話
番
号
、
施
設
見
学
会
参
加
希
望

と
明
記
し
、
、
月
”
日
（
水
・
必

着
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
市

役
所
広
報
広
聴
課
市
民
相
談
係
云

弱
）
１
１
１
１
内
線
３
１
１
へ

’

I

、
、

制
度

／

卜

づ
ノ
く
、
り
に
ご
意

見
を
）

情
報
公
開
制
度
懇
話
会

純

、

制
度
の
主
な
内
容

行事名

芸
能
祭

展
示
部
門

各
種
文
化
行
事

軽帝楽

歌朏’'11大会

三’''1油奏会

民諦・民灘

バレエ・英硲劇

日本舞鋤

月秋季展

総合展髄会（普
遊､難道､写翼、
播道・華適雛座
生、考古、祝党

隙薔者協会婦人

部蕪逝、
諦座写］

公民館

筵）

手工号

手工芸:卿

菊花展

洋ラン展

東洋iMj桃李展

歓栽展

mI群大会

将桃大会

吟詠大会

短歌大会

俳句大会

茶会

諦ⅢI大会

展

上展

内容等

ｑ
ｏ
卸

のど脚世の皆さんにこう

ご期待。

日本の伝統の許色をお楽

しみください。

熱11間・熱獅、楽しいひと

ときをどうぞ。

かわいいプリマ達の踊り

に、こうご期待。

日本の伝統美を披露しま

す。

欲の皐月にもたいへん趣

があります。

力作、傑作ぞろいです。
紫敵な趣味にあなたもチ

ヤレンジしてみては。

丹締込めた作I論です。
(当日の出航も可）

ー

あでやかな花、花。

(当日の出耐も可）

菜のすばらしさをご鑑釧
ください． 星

盆栽α
くださ

A～Eクラス戦。出場墹

藻典（当日会場で受付）

参加秘20001ﾆリ（益食付）
問い合せは佐久間冠(82）
2937へ

段位、級位リーグ職。出

場者募集（当日会場で受

付)。参加磯1000円（益

食付）問い合わせは金子

云(82)3394へ

秋夫に朗々と轡き渡I)ま

す。

三十一文字の文学は跡か

なブームです。

秋の梢感、しみじみと。

ー

お気軽に茶をご枇味〈だ

ざい。

600年の歴史、脈々と。

ラエティーに窟んだ油

をお楽しみください。

悩米采

い◎

えをこ§置頁

日時

10月24日（日）
13：O()～16：30

101131｢I（11）
11：00～15：30

l()jj31II（11）
13；0()～16；00

11月3日(祝）
10：00～16：0(）

lljl7［I（|:I）
13：00～16：00

llr1l4日（日）
13：00～17：00

lOJl23剛|j･2‘l則:1

10：()0～16：00

10月31fI（H）～

11月3日(祝）
10：00～16：（)0

ただし、11月1

日(月)は休館

10月31FI（I;1)～

n月5日（金）
10：00～16：00

11月3日(祝）
■

10:00～16：00

11月611(土）．

7FI（[l）
10；00～16：00

10月17日(日）
受付・8:30～9:30

9：3()～17：00

10月2411（日）

受付9:30～10:0
10：00～17：0

０
０

」
1()月24日（日）
10：O()～16：00

10｝130日(土）

10：00～17：00

10月31日（日）
11：O()～16：00

10月31日（日）。
11月3日(祝）

10：00～15：00

11月3日(祝）

10；00～16：00

会場

市民会館
ホ－ル

湖北地原←
公民館ホール

市民会館
ホ－ル

中央公民航

湖北地区

公民館

湖北地区

公民館

中央公民館前

市民会館
2．3会議室

市民合

2"・3会

市民会館

大会議室

中央公民館

湖北地.区
公民館ホール

市民会館
大会議室

湖北地区

公民航

湖北地区

公民館ホール

館

f室

今
後
の
取
り
組
み

行政相談週間：10月17日(日)から23日出

職掌譲這児冨
の鱈属診断

来年小学校入学予定の児童を対象に健康診断

と知能検査を行います。

’対象昭和62年4月2日から

昭和63年4月1日生まれ

'受付午後1時から1時30分

し服装ボタン類のないもの

匠問い合わせ教育委員会学校教育課

壷(85)1151内線750

’

ｎ
月
型
日
（
水
）

湖
北
台
東
小
学
校

我
孫
子
第
一
小
学
校

ｕ
月
躯
日
（
月
）

布

佐
小
学
校
ｌ

ｎ
月
賜
日
（
金
）

並
木
小
学
校

根
戸
小
学
校

ｎ
月
Ⅳ
日
（
水
）

湖
北
台
西
小

校

我
孫
子
第
四
八

稜

、
月
恥
日
（
火
）

布
佐
南
小
学
校

高
野
山
小
学
校

ｎ
月
ｎ
日
（
木
）

我
孫
子
第
三
小
学
校

ｎ
月
加
日
（
水
）

湖
北
小
学
校

ｎ
月
９
日
（
火
）

新
木
小
学
校

我
孫
子
第
二
小
学
校

日
程

小
学
校
名

市
議
会
第
＄
回
定
例
会

は

６
議
案
を
可
決

市
議
会
錐
３
回
定
例
会
は
９
◎
可
決
さ
れ
た
識
案

月
７
日
か
ら
聖
日
ま
で
開
催
さ
園
社
会
福
祉
事
業
基
金
条
例
の

れ
ま
し
た
。
一
般
報
告
に
つ
い
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
社
会

て
は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
福
祉
事
業
基
金
の
運
用
益
を
基

た
が
、
今
回
は
議
案
に
つ
い
て
金
に
職
み
立
て
ず
に
社
会
福
祉

紹
介
し
ま
す
。
事
業
の
識
用
に
充
て
る
た
め

定
例
会
に
は
型
の
議
案
が
上
囹
財
産
の
取
得
高
規
格
救
急

程
さ
れ
、
高
規
格
救
急
車
の
取
率
を
配
術
す
る
た
め

得
な
ど
５
議
案
を
原
案
ど
お
り
囮
平
成
５
年
度
市
一
般
会
計
補

可
決
。
平
成
５
年
度
一
般
会
計
正
予
算
（
第
１
号
）

袖
正
予
算
を
一
部
修
正
の
う
え
囮
平
成
５
年
度
市
特
別
会
計
補

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
正
予
算
国
民
健
康
保
険
事
業

４
年
度
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
（
第
１
号
）
、
公
共
下
水
道
率
業

決
算
の
認
定
な
ど
の
８
議
案
は
（
第
１
号
）
、
老
人
保
健
（
鋪
１

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
号
）



虜び 第863号一
』(3)1993.10.16

今日から前売り開始
「
全
日
本
選
手
権
や
国
際
試
合

な
ど
、
大
試
合
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
大
観
衆
が
集
ま
る
ほ
ど
実
力

以
上
の
力
を
発
揮
。
火
事
場
の
ば

か
力
で
す
か
ね
」
と
笑
う
。

輝
か
し
い
記
録
の
持
ち
主
だ
。

出和7ジ と
共
に
ミ
ド
ル
級
で
銅
メ
ダ
ル
を

の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、

日
本
に
も
た
ら

で
フ
ェ
ザ
ー
級
の
三
宅
義
信
選
手

の
世
界
選
手
権
で
は
、
ラ
イ
ト

ヘ
ビ
ー
級
で
３
種
目
（
ス
ナ
ッ

ニューイヤー・コンサート福
島
県
の
郡
山
市
で
育
っ
た
た

ア
ジ
ア
で
最
初
に
開
か
れ
た
昭

調
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

場
。
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

ヤ
ー
ク
、
プ
レ
ろ
の
合
計
４
８

・
５
キ
ロ
を
持
ち
上
げ
て
念
願

イ
ラ

ニ
プ
Ⅱ
卜

し
た
。
昭
和
“
年チ

、

ウ
ィ
ー
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
・

フ
エ
ス
テ
ィ
ヴ
ア
ル
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
は
、
名
門
オ
ー
ス
ト
リ
ア
放

司
dIIIIMII町
9::::::IIF

め
、
海
へ
の
あ
こ
が
れ
が
強
く
、

「
南
氷
洋
で
鯨
を
捕
り
た
ど
と

小
名
浜
水
産
高
校
に
進
ん
だ
。

体
育
の
授
業
中
に
、
鉄
棒
で
釦

回
も
懸
垂
を
行
い
、
周
囲
に
い
た

仲
間
を
〃
あ
つ
〃
と
驚
か
せ
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
選
手
を

目
指
し
て
み
な
い
か
と
体
育
の
先

IIM::::
ll":II
jlll'1II:b

Ih皿皿I
III,i'1h

』饗!i}

て
ソ
プ
ラ
ノ
の
塩
田
美
奈
子
さ
ん

が
共
減
し
、
華
を
添
え
ま
す
。

美
し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
ソ
プ

ラ
ノ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
平
成
６
年
１
月
訓
日
（
且

午
後
１
時
開
場
、
２
時
開
減

▼
場
所
市
民
会
館

▼
演
奏
曲
目
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
ｎ
世
「
こ
う
も
り
序
曲
」
、

「
ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
物
語
り
」
、

「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
他

▼
入
場
料
Ｓ
席
６
５
０
０
円
、

Ａ
席
５
５
０
０
円
（
以
上
指
定
席
）

Ｂ
席
４
５
０
０
円
（
自
由
席
）

▼
前
売
券
発
売
所
平
壷
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
ブ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
石
川
春
光
堂
、
あ

び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ

ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
市
民

会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、
図
書
館

湖
北
台
分
館
・
布
佐
分
館
、
中
央

公
民
館
、
柏
そ
ご
う
、
柏
高
島
屋
、

取
手
と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
貝
会
社

会
教
育
課
容
（
顕
）
１
１
５
１

生
に
勧
め
ら
れ
、
当
時
、
大
学
日

本
一
を
続
け
て
い
た
法
政
大
学
へ

進
学
し
た
。

「
最
初
は
、
東
北
な
ま
り
が
あ

る
た
め
に
田
舎
者
と
ば
か
に
さ
れ

た
が
、
今
に
見
て
い
ろ
：
。
」
と
発

恋
、
持
ち
前
の
負
け
ん
気
で
人
の

３
倍
も
練
習
を
続
け
た
。

１
日
釦
ト
ン
、
釦
ト
ン
と
目
標

日本ウエイトリフティング

協会常務理事を務める
おおうちまさし

大内仁さん lnl

IIDI

Iﾛル(天王台）
L

来
年
４
月
１
日
か
ら
保
育
園
へ

の
入
閣
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ｎ

月
１
日
（
月
）
か
ら
犯
日
（
月
）
ま
で

に
申
講
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
普
通
保
育

▼
入
園
で
き
る
基
準
児
童
の
保

育
者
の
ど
ち
ら
も
が
、
次
の
①
か

ら
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家

庭
で
の
保
育
が
困
雌
な
小
学
校
入

学
前
の
お
子
さ
ん
。

▼保育園一覧表を
定
め
、
黙
々
と
バ
ー
ベ
ル
を

持
ち
上
げ
る
毎
日
。
１
年
間
で

１
１
０
キ
ロ
も
記
録
を
伸
ば
し
、

と
う
と
う
日
本
新
記
録
を
持
ち

上
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

現
在
、
警
視
庁
の
教
養
課
に

勤
務
。
未
来
の
メ
ダ
リ
ス
ト
育

成
の
た
め
、
特
別
訓
練
生
の
筋

力
増
強
な
ど
を
指
導
す
る
傍
ら
、

日
本
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

協
会
常
務
理
噸
、
東
京
都
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
理
事

長
な
ど
を
務
め
る
。

警
察
官
の
体
力
増
強
を
願
い
、

「
勤
務
が
終
わ
っ
た
後
、
気
軽

に
利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ

ム
を
各
警
察
署
に
作
り
た
ど

と
抱
負
を
語
る
。
卵
歳
。

と
発
奮

細
竝
保
育
園
入
園

申
し
込
み
受
け
付
け

電話保育園名｜所在地

緑 "1-6-2 82-1059

淵 "1-13-11 82-9552
市

湖北台3-1-16湖北台 88-2405

砿あびこ 東我孫子1-5-22 83-3165

根戸 恨戸967-2 82-5572

ノ 立
雌木 並木5-2-19 84-3983

①
昼
間
、
仕
事
（
常
勤
、
パ
ー
ト
、

自
営
業
、
内
職
等
）
を
持
ち
、
１

日
４
時
間
以
上
月
平
均
逓
日
以
上

働
い
て
い
る
②
妊
娠
中
ま
た
は

出
産
後
間
が
な
い
③
病
気
ま
た

は
身
体
に
障
害
を
有
し
て
い
る

④
長
期
に
わ
た
る
病
人
の
看
謹

⑤
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑥
そ
の
他
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

理
由
が
あ
る
。

働
く
お
母
さ
ん
が
増
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
勤
務
日
数
が
週
３

日
以
内
の
た
め
に
お
子
ざ
ん
を
保

育
圃
に
預
け
ら
れ
な
い
で
い
る
方

や
、
急
な
家
族
の
病
気
や
冠
婚
葬

祭
の
た
め
、
一
時
的
に
お
子
さ
ん

を
預
け
た
い
と
い
う
方
の
た
め
に

市
で
は
つ
く
し
野
保
育
園
で
一
時

的
保
育
率
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
時
的
保
育
事
業
に
は
、

保
謹
者
の
労
働
、
職
業
訓
練
等
の

た
め
、
週
３
日
を
限
度
と
し
て
保

育
す
る
「
非
定
型
的
保
育
」
（
定
員

、
名
）
と
保
睡
者
の
傷
病
に
よ
る

入
院
、
出
産
、
喬
謹
、
冠
婚
葬
祭

等
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り

緊
急
一
時
的
に
１
日
か
ら
連
続
し

て
哩
日
間
ま
で
保
育
す
る
「
緊
急

保
育
具
定
員
５
名
）
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

つくし野 つくし野4-17-2 84-8822

一
時
的
に
お
子
さ
ん
を

預
け
た
い
と
き
は

湖北 中峠1423 88-1059

布佐宝 W『佐2318 89-2744
私

憩愛 湖北台8-16-9 88-7771

慈紬 湖北台3-13-13 88-0874

|、幅
蕊 新木野1-2-28 88-0665

II'!峠台30-9柏風 88-3338

母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
の
母
お

よ
び
父
並
び
に
娼
歳
未
満
の
児
菰

（
父
母
の
い
な
い
児
童
を
含
む
）

に
対
し
て
医
療
磯
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
で
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
方
は
忘
れ
ず
に
児
壷
保
育

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
前
年
度
所
得
税
が
非
課
税
の

世
帯
に
限
り
ま
す
。

さ
い
。

▼
対
象
児
童
生
後
６
か
月
か
ら
《

就
学
前
の
お
子
さ
ん

▼
保
育
時
間
午
前
８
時
釦
分
か

ら
午
後
５
時
（
土
噸
日
は
正
午
）

▼
場
所
つ
く
し
野
保
育
園

な
お
、
就
学
前
児
童
が
２
人
以

上
い
る
場
合
は
す
べ
て
の
児
童
の

入
園
が
必
要
で
す
。

▼
入
園
で
き
る
年
齢
生
後
６
か

月
以
上
５
歳
ま
で
（
４
月
１
日
に

年
齢
が
達
す
る
場
合
も
申
請
書
は

受
理
し
ま
す
）

◎
産
休
明
け
保
育

▼
対
象
生
後
”
日
以
上
の
乳
児

▼
実
施
保
育
園
市
立
寿
保
育
園
、

市
立
湖
北
台
保
育
園
、
私
立
恋
愛

保
育
園
、
私
立
慈
紘
保
育
園

◎
障
害
児
保
育

▼
対
象
普
通
保
育
の
年
齢
に
該

当
し
、
集
団
保
育
が
可
能
な
心
身

障
害
児
童

圏
入
園
の
申
請
・
問
い
合
わ
せ

児
童
保
育
課
・
各
保
育
園
に
あ
る

申
講
誹
に
記
入
し
、
ｎ
月
１
日

（
月
）
か
ら
犯
日
（
月
）
ま
で
に
市
立

保
育
園
は
児
童
保
育
課
、
私
立
保

育
鯛
に
つ
い
て
は
各
保
育
園
に
申

諦
（
問
い
合
わ
せ
）
し
て
く
だ
さ

い
。
（
４
月
以
外
の
各
月
の
入
鬮

申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
）

戸
屋
屋
マ
ブ
⑧

（
母
子
。
父
子
家
庭
の
方
へ
〕

医
療
費
を
助
成

▼
助
成
額
保
険
制
度
が
適
用
さ

れ
る
保
険
医
療
識
、
歯
科
治
療
費
、

調
剤
識
の
う
ち
．
自
己
負
担
し
た

額
か
ら
次
の
額
を
除
い
た
額
。

◎
入
院
１
日
に
つ
き
３
０
０
円

◎
通
院
１
か
月
に
つ
き
１
０
０

０
円
◎
調
剤
１
か
月
に
つ
き

１
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
児

童
家
庭
係
容
孟
）
１
１
１
１

▼
保
育
料
（
保
護
者
負
担
額
）

＊
２
歳
児
ま
で
１
日
利
用
２
２

０
０
円
、
半
日
利
用
１
１
０
０
円

＊
３
歳
以
上
１
日
利
用
１
０
０

０
円
、
半
日
利
用
５
０
０
円

笙
活
保
謹
世
帯
の
場
合
は
無
料
）

▼
申
し
込
み
原
則
と
し
て
非
定

型
保
育
は
利
用
日
の
３
日
前
ま
で

緊
急
保
育
は
前
日
ま
で
に
児
童
保

育
課
ま
た
は
つ
く
し
野
保
育
園
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

囮
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
保

育
係
云
（
弱
）
１
１
１
１

■L
で‐ ｜

《

－司一

水
辺
や
荒
れ
地
な
ど
で
オ
オ
イ

ヌ
タ
デ
を
よ
く
見
か
け
る
。

びこあ／－⑧ e一、

､一ノ

児
童
扶
菱
手
当
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
、
次
の
条
件
に
あ

て
は
ま
る
鵡
歳
未
満
の
児
童
（
障

害
児
は
加
歳
未
満
）
を
監
識
し
て

い
る
母
ま
た
は
母
に
代
わ
り
そ
の

児
車
を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。

児
童
扶
菱
手
当
を
受
け
ら
れ
る

方
で
ま
だ
申
請
手
続
き
を
し
て
い

な
い
方
は
お
早
目
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
一

緒
に
生
活
を
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
傷
害
菌
民
年
金

の
蛎
害
等
級
一
級
程
度
）
に
あ
る

児
或
④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童⑤
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
迩

オ
オ
イ
ヌ
タ
デ
は
茎
が
太
く
よ

く
分
枝
し
、
名
前
の
と
お
り
イ
ヌ

タ
デ
と
比
べ
る
と
大
型
で
、
中
に

は
草
丈
が
二
メ
ー
ト
ル
近
く
に
な

る
も
の
も
あ
る
。

節
は
膨
ら
み
、
茎
面
に
は
多
数

の
暗
紫
色
の
細
か
い
点
が
見
ら
れ
、

た
く
よ
う

葉
の
付
け
根
に
は
托
葉
の
変
化
し

き
や

た
繩
も
あ
る
。

お
お
い
ぬ
た
で

「
大
犬
蓼
」
の
「
犬
」
と
い
う

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

／~、

母
子
家
庭
の
方
へ

オオイヌタデ

（たで科）

)-、 ⑦
未
婚
の
子
で
、
父
か
ら
認
知
さ

れ
て
い
な
い
児
童

⑧
父
母
と
も
に
不
明
な
児
誕

た
だ
し
、
以
上
の
条
件
に
あ
て

は
ま
っ
て
も
手
当
を
支
給
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
児

亜
家
庭
係
壷
（
弱
）
１
１
１
１

子育てでお悩みの方へ

ノ

の
は
菜
に
謹
峰
が
な
く
、
ヤ
ナ

ギ
タ
デ
の
よ
う
に
香
辛
料
と
し

て
役
立
た
な
い
こ
と
を
表
し
た

名
で
あ
る
。

オ
オ
イ
ヌ
タ
デ
は
夏
か
ら
秋

に
か
け
枝
先
に
多
数
の
花
穂
一

を
つ
け
る
。

花
穂
は
長
く
、
小
さ
な
花
を

密
に
付
け
て
先
を
垂
れ
下
げ
る
。

花
は
株
に
よ
り
、
淡
紅
色
の

も
の
と
白
色
の
も
の
と
が
あ
る

が
、
両
者
が
並
ん
で
生
え
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。

花
の
色
は
ガ
ク
の
色
で
、
花

に
は
花
弁
が
な
い
。

夏
草
と
し
て
生
い
茂
る
オ
オ

イ
ヌ
タ
デ
に
は
風
情
が
あ
り
、

ま
た
、
た
く
ま
し
さ
も
感
じ
ら

れ
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

１
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‘
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
０
０
。
●
０
８
″
〃

家
庭
児
童
相
談
室
で
は

子
育
て
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
の
相
嫉
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
来

室
ま
た
は
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
。

▼
相
談
日
月
峨
か
ら
金

峨
臼
（
祝
日
を
除
く
、
午

前
、
時
か
ら
午
後
４
時
）

▼
場
所
。
問
い
合
わ
せ

児
童
保
育
課
家
庭
児
童
相

談
室
壷
（
蹄
）
１
１
１
１

Lノ
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臨時技能 舅

シ業務内容じん介(ごみ)の収集10月1日から「干葉県個人情報10月から11月にかけて､｢土地墓

し勤務期間11月1日(月)から平保護条例」が施行されました。本調査」が行われます。調査結果

この条例は、個人情報の取り扱は、宅地開発計画や土地利用計画成6年3月31日(木)まで

伝募集人員1名（18歳から45歳いに関する個人の権利や利益の保などの"土地政策"を的確に実施す

までの健康な男性）護を図るため、県や民間事業者なるための、基礎資料となります。

伝申し込み・問い合わせ電話でどが個人情報を扱うときの責務や調査対象となった世帯には、調

10月25日(月)までに生活環境課査自己情報の開示請求権などを定め査員が調査票を持って10月下旬に

(87)0015へたものです。お伺いします。みなさんのご協力

仁問い合わせ県文書課公文書。をお願いします。

個人情報センター壷043(223)4630シ問い合わせ文書課統計係壷

伝曰程11月7日から12月12日ま

での毎週円曜日午後1時から3時

(85)1111内線229

国 国国回 し場所中央公民館高校や大学、,専修学校などに入

し日時・場所10月27日(水)午前世定員50歳未満の方先着10名学、在学されるお子様の保護者の惨価格ポケット版350円、中型

10時～正午､天王台北近隣センター惨参加費1000円(全6回）皆さん、どうぞご利用ください。版550円

伝日時・場所10月31日(日)午前伝内容年金のしくみあれこれ伝申し込み・問い合わせ往復ハ凸用途入学時納付金、受験費用、シ配布方法12月中旬に手帳と送

9時市民体育館庭球場（雨天の陰講師石井清一郎氏（社会保険ガキに住所、氏名、年齢、性別、授業料、下宿代、通学費など 料込みの納付書を郵送します（送

場合は11月14日）労務士)．電話番号、「なぎなた教室｣を明記修融資額学生、生徒1人につき料は各自負担）

伝参加藁格市内掴主、在勤、在．巳定員先着30名(参加無料）し、我孫子1684教育委員会体育課150万円琴で(利率年4.8％）昼申し込み・問い合わせハガキ

掌の唐絞生以上け申し込み．問い合わせ電話で壷(85)1151へ、似問い合わせ国民金融公庫松戸に手帳の種類、数量、住所、氏名、

’
支店壷0473(67)1191へ 電話番号を明記し、10月22日(金、傍種目・試合方法一般男・女子、市民生活課消費生活係云(85)1111

必着）までに我孫子1858市役所文壮年男子、リーグ戦の後トーナメ内線329へ

注テーマ写真…さわやかな大気ント戦(ルールは国際ルール） 書課云(85)1111内線229へ

シ参加費1チーム400円 を感じさせる県内の風景作文…似曰時毎週月曜日から金曜日の

シ申'し込み・問い合わせペアを匡曰時・場所12月10日(金)午後きれいな空気と環境午前9時30分から正午、午後1時

｜組み、ハガキに2人の住所､氏名、1時～4時15分､柏市教育福祉会館＞応募資格県内に在住・在勤のから4時40分(祝祭日は除く)。弁▼社会福祉事業基金にと、につぼ

年齢、電話番号、参加種目を明記伝内容講演･･･痴呆症の原因と症小・中学生、高校生及び一般の方、護士相談日は毎月第1．3水曜日んの心を歌う会様から10万4802円、

’し、10月23日(土、必着)までに下状(成田赤十字病院佐藤茂樹氏)、（作文は児童生徒のみ）午後1時から4時我孫子市雪道連盟様から3万円、
ケ戸595石嫡両罰妻金(82)9713へ 実習…痴呆性老人についての看護似応募締め切り11月1日(月）伝場所・問い合わせ（社)日本損今村賢之助様(並木）・加藤ひとみ

(日赤家庭看護教師豊根浮文子氏)、※詳しくは、干葉県さわやか大気害保険協会柏自動車保険請求相談様(つくし野)から大道芸での収益

’ 介護機器の展示などフェスティバル実行委員会壷043センター垂(64)0191(柏市中央町）金1万1239円の寄付がありました。

伝日時・場所11月19日(金)午前

9時受'す、市民体育館

腰種目・試合方法1チーム5名

の4堂1複の団体戦(A･B･C

ランク別、オレンジボール使用）

し参加黄1チーム4000円

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号､大会名、

団体名、ランク別を明記し、11月

2日(火、必着)までにつくし野3

の5の103吉田常子盃(82)6974へ。

参加費は郵便振替(D座番号東京

6-562972、口座名我孫子市卓球連

盟、へ

▼福祉のためにと社会福祉協議会

へ、渡辺静一様(湖北台)から香典

10月1日から、県内の最低賃金の一部10万円、土屋長太郎様（白

鰯
10
月

蕊

溌
幣鏡鏡

綴
蕊識
織灘

’第12回家庭婦バドミントン大
人
会

|’

’
シ種目1～5部ランク別ダブルス ボルマークとマスコットキャラク

｜〆書劾0董格市内在倖家庭婦人 ターを募集しています。

し応募締め切り11月30日（火）

※詳しくは、同フェア実行委員会

シ参加費1人900円（連盟会員シ日時10月23日(土)、24日（日）

は600円）午前10時から午後4時（24日は午

伝申し込み・問い合わせハガキ後3時30分まで）事務局盃043(223)4491へ

｜に2人の住所、氏名、電話番号、少内容岡本栄一教授・トニー田

ランクを明記し、11月7日（日、中氏(メークアーティスト)の講演I
、
厚
１
１
串
皿
■
ｐ
５
Ｌ
臣
、
陣
■
■

必 着）までにつくし野5の7の5会や模擬店など入会ご希望の方は、ご来場くだ

し場所・問い合わせ川村学園女さい。規約などを説明いたします。山口和子盃(85)2962へ

子大学学生課云(83)5538し日時・場所10月30日(土)午後

5時30分、市民体育館会議室

惨問い合わせ渡辺壷(82)1730

1時から5時、柚市教育福祉会館候曰時・場所10月29日(金)午前（夜間、休日）

シ内容吃音問題に関する話し合10時から正午、市民会館

国回国．いなど(参加無料） レテーマ・講師親でなければで

し対象吃音者及び関心のある人きない教育、岩崎泰子氏（東京家＝

腰申；し込み・問い合わせハガキ庭教育研究所講師）、受講無料

また'ま電話で、〒263干葉市稲毛世問い合わせ高橋壷(85)0485(午県では、さわやかハートちば県

区穴川2の1の27堀内比呂志盆04後5時以降） 民運動の一環として､｢さわやかタ

クシートミライバー」を募集してい

ます。タクシー車内にあるアンケ

3(252)4307(夜間のみ）

国 回国a

’
’一ト用紙でお知らせください。

修日時・場所10月26日(火)午前 惨実施期間11月30日(火)まで

し定員先着30名 1時から4時、中央公民館企画係公0473(61〕2175

'参加蚕20,0円(材料費〕し繕師土屋琴雨氏(受講無料）

’し申し込み･問い合わせ電話で昼申し込み・問い合わせ電話で

’あびこ自給村垂(84)O8zl4へ白澤垂(82)1952へ
トー－

r千葉県個人情報保護
条例」が施行されました 土地基本調査にご協力を

す
ー

』
や
か
ち
や
ん なぎなた教室生

国の教育ローン
'94年版県民手順の予綬付’消費生活講座

ｿフト 市民大会

さわやか大気
ﾌｪｽﾃｨﾊ゙ ﾙ写真｡作文

交通事故 馬料相談再一一

高齢者巡回介護教室

第8回我孫子市オープン
家庭婦人卓球大会

干葉県最低賃金
我孫子地区市民まつり
青空市出店者

ｼﾙパー 健康料理教室

1⑥土

17⑧

18月

19火

20水

21木

22金

23土

Z4e

25月

火

27水

28木

29金

芯⑪土

ろ1⑧

壷市役所閉庁(－部の施設は除く）
〔蚕少年の日

〃結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00
‘夛・日曜当番医＝テレホンサービス‘註家庭の日
毎休日凱急歯科認日=休日撒急歯科診鰯(祇会館内)9:00～11330

”心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00

画市民図書館休館壷･鳥の博物館休館
・つつじ荘休館画西都福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9230～15:30(予約制）

〃消寅生活相談＝市民相談室10:00～15:00

毒法律相i
〃健康相I

画市役所閉庁(－部の施設は除く）

＝特呂H納溌梠談＝収税課9:00～16:00

画特別納税相談＝収税課9:00～16:00
”日曜当番医＝テレホンサービス

・休日鱸歯科診鼠日=休日鱸鋤診緬(市民会鬮内)9:00～11:30
＝人樋・行政相岐＝市民相談室10:00～15:00
－水道料金納入期限＝預金口座振替日

－心配ごと相鮫＝市佐市民センター本館9:00～15:00
－市民図醗･つつじ荘，脳の鋤儲･西剖福祉ｾﾝﾀー ･市民体育侭休館

〔ず法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
〃つつじ荘休館
画西部福祉センター休館

【薮消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

画国民年金保険料納期限＝口座振替日

●市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

”休日散急歯科診圃日=休日糊急歯科診獅(市民会館内)9:00～11:30

｜

’

i＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
i＝つつじ荘11:00～12:00

｜
自
一

都市緑化ちばﾌｴｱ｢ｼﾝﾙﾏー ｸ」
と｢マスコットキャラクター」

Ⅱ■■■■■■■■■■

川 村学園女子大学
第5回鶴雅祭

我孫子ｽｷー ｸﾗブ会員

きつおん

吃音者の集い
家庭教育講演会

さわやかタクシー運動

イタリア料理教室
ｲ

大正琴一日講習会参加者

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻーピｽ冠(85)1319


